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会長 鈴木真樹    例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：木曜日（第 1・第 2・第 3）18 時 00 分点鐘 

幹事 小林 篤  事務所：さいたま市岩槻区本町 3-8-2-203 ℡048-758-0680 FAX048-758-0681  

       http://www.iwatsuki-rotaryclub.jp  E-mail:info@iwatsuki-rotaryclub.jp 

 

◆次回の例会◆ 令和４年 7 月２１日（木）  会員増強・選考委員会  点鐘：18：00 会場：ふな又 

 

理は長年にわたり政治活動にご活躍され、平成 29 年 11

月 第 98 代総理として日本の為 9 年間務めてこられ、国

民から人気があり、このような終わり、別れをする形とな

り 非常に残念でなりません。  

先ほども伝えましたが、皆さんも個人的な考え・思いはあ

ると思いますが、私にとって、「残念で悲しい・・悔しい」

思いで、この先、安部元総理のような方が現れるのか？ 

「応援」していきたいと思います。この場を借り、ご冥福

をお祈り申し上げます。 

続いて新型コロナウイルスによる感染者ですが、埼玉県

では 5002 人の感染者が出ています。地区からの要請とし

まして例会等については、マスクはもちろんハイブリッド

方式による例会を推奨と、対面での開催が増えていること

から注意をお願いがきています。 

 

本日は「管理運営部門 奉仕・支援部門」報告となって

おりますので、後ほどお願いします。 
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会長挨拶                                       第 60 代会長 鈴木真樹 

お客様紹介        

― Ｔhe 60th anniversary ― 

 

蓮田ロータリークラブ 

副会長 

田中 政司 様 

皆さんこんばんは。 

蓮田 RC よりお越しいただきました栗原 

会長、田中副会長、栗原幹事、本日は 

お忙しい中ありがとうございます。 

また、52 年度、誠におめでとうござい 

ます。 

 

2 回目の会長挨拶前に報告ということで、昨年度まで、

皆さんと一緒にロータリー活動を共にした仲間が退会さ

れました。塩田淳司会員・津多一幸会員・金子英二会員・

蛭川正太会員・荒井治会員の 5名です。 

また、新会員として、新たな 2 名が仲間として 7/7 に入

会されました 樵康史会員と伊藤真守会員です。おめで

とうございます。 

 

7/13（水）大宮 RC の表敬訪問に小林幹事と伺いました。 

親クラブということもあり、違った緊張感の中、お祝い

の挨拶をして参りました。 

 

皆さんもご存じの通り、日本、世界中で悲しい事件が

起こりました。7/8 午前 11 時半ごろ、奈良市内の駅近く

で演説をしていた安倍元総理大臣が背後から男に銃

で撃たれたという悲しい事件です。 

 警察は現場にいた奈良市に住む容疑者（４１）

を殺人未遂の疑いでその場で逮捕しましたが、安

倍元総理大臣は治療を受けていた奈良県内の病院

で亡くなったということです。この事件に関し海外

メディアも相次いで速報で伝えていて、アメリカでは安

部元総理と親交が深く、また、親密な関係だったトラン

プ元大統領は、「日本での銃犯罪は極めて珍しい」と話し

「信じられない事件だ」と語り、全世界で親交のあった

方々から、世界が認める安全な国「日本国」において非

常に残念でならない・・と言われています。 

   

皆さんも個人的に考えはあると思いますが、安部元総 
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栗原比呂志 様 
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鈴木真樹年度 第 2 回  通算 2775 例会  令和 4 年 7 月 14 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
幹事報告             幹事 小林 篤 

・本日 14 日付で細淵ガバナーと、地区 

危機管理委員長より新型コロナウイル 

ス感染者拡大についての注意文書が届 

きました。 

  １クラブの例会等について 

対面での開催を禁止するものでは 

ありませんが、消毒、検温して体 

温が37度5分をこえたメンバーの出席を控えてもら 

う、例会時の食事は黙食の徹底、マスク着用、ハイ 

ブリッド方式による例会の推奨、多人数の会食、懇 

親会は禁止とします。 

２その他、地区行事、ロータリー関係行事について 

上記、同様対面での開催を禁止するものではありま 

せんが消毒、検温して体温が37度5分を超えた参加者 

の出席を控えてもらい、マスク着用、ハイブリッド 

方式による会議の推奨、多人数の会食、懇親会は禁 

止とします。以上です。 

・岩槻東ロータリークラブさんより２０２２～２３年度計 

画書が届いております。 

・学年度米山記念奨学生「卒業文集」が届いております。 

・大宮西 RC さんより週報が届いております。 

・大宮北 RC さんより週報が届いております。 

・岩槻東 RC さんより週報が届いております。 

 

以上、幹事報告になります。回覧いたしますのでご一読く

ださい。 

 

 

 

発行：会報・広報・IT 委員会  委員長 内藤 明 副委員長 関根信行 委員 根岸節子 木村郁夫 岡野育広 

 

2022‐2023 年度岩槻ロータリークラブ 

管理運営部門委員長を務めます、田畑寛樹 

でございます。皆様、何卒宜しくお願いを 

申し上げます。 

鈴木真樹会長より－DEI を取り入れた 

クラブの活性化に向けて－Diversity 

（多様性）、Equity（公平さ）、 

Inclusion（インクルージョン）、クラブの活性化、そして

クラブの円滑な運営を目的とし、クラブ戦略計画の実行に

向け、当該年度の行動計画の企画案内の中にDEI を取り入

れ、ニーズに合った効果的かつ効率的な運営をとの意向を

賜りました。 

本年度の管理運営部門は、会場・出席委員会、プログラム・

親睦委員会、会員増強・選考委員 

会、会報・広報・IT 委員会より成り立っています。 

これらの4 委員会は奉仕活動を実現させる為に、クラブ内

を充実させ、活性化させる非常に大 

切な役割を持っております。その役割を担う為に5 大奉仕

の1 つである「クラブ奉仕」は、クラブの根底を成すもの 

管理運営部門 委員長 田畑寛樹 

という考えを念頭に置き活動に努めて参ります。 

続いて、各委員会の活動計画を申し上げます。 

 

【会場・出席委員会】 

委員長  田畑 寛樹 

副委員長 松永  豪  

委員   鈴木  隆  

委員   原田 晃博  

委員   田中 芳明 

委員   樵  康史 

委員   伊藤 真守 

●会場委員会については、下記の通りとなります。 

・例会場の設営・進行（移動例会・食事手配）。 

・状況によりWeb による例会場の設営（ハイブリッド）。 

・例会担当委員会及びSAA との打ち合わせ。 

・地区より要請されている「クラブビジョン・クラブ戦略 

計画」の掲示。 

・来訪者への配慮。 

●出席委員会については、下記の通りとなります。 

・例会への出席奨励。 

・メークアップ制度の奨励。 

・出席優秀者への表彰。 

・スマイルの管理。 

・出席義務免除要望者の手続等。 

 

 

【プログラム・親睦委員会】 

委員長  三浦 宣之  

副委員長 小林 佑次  

委員   中村  正  

委員   根岸 節子  

委員   田口 雅弘  

委員   小林 利郎  

●プログラム委員会については、下記の通りとなります。 

・年間プログラムの計画。 

・クラブ内・外バランスの取れた卓話者の要請。 

・プログラム実施後、効果や改善点の検討。 

・夜間例会の実施。 

・プログラム変更時、各担当委員会との打ち合わせ。 

●親睦委員会については、下記の通りとなります。 

・会員の誕生日のお祝いの企画。 

・部会制の導入。 

・周年記念旅行の企画。 

・他クラブのロータリアン、会員家族又は友人が参加でき 

る企画・運営。 

 

 

【会員増強・選考委員会】 

委員長  伊藤 健太  

副委員長 藤澤 洋介  

委員   遠藤 隆雄  

委員   志水 一雄  

委員   小田 光司  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２～２０２３年度、奉仕支援 

部門（社会・国際奉仕委員会／職業・ 

青少年奉仕委員会／財団・米山委員会） 

を、担当させていただきます。 

 

新型コロナウイルス感染症問題によっ 

てまだまだ厳しい社会情勢が続く中、ロ 

ータリー活動が問われる大事な一年とも言えます。 

本年度はクラブで計画した、クラブビジョン・戦略計画の

３ヵ年計画最後の年です。３年間の継続事業であるJ-soul

プロジェクトをはじめ、クラブ創立６０周年にふさわしい

記念となる事業の実施を、各委員会と連携し実施したいと

考えます。皆様のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

奉仕・支援部門 委員長 出山知宏  

◆次回の例会◆ 令和４年 7 月２１日（木）  会員増強・選考委員会  点鐘：18：00 会場：ふな又 

 

●会員増強・選考委員会については、下記の通りとなりま 

す。 

・会員純増目標10 名、退会者0 名目標（女性メンバーな 

ど） 

・会員からの候補者のリストアップと情報共有。 

・新会員候補者の、プログラムへの参加調整。 

 

 

【会報・広報・IT 委員会】 

委員長  内藤  明  

副委員長 関根 信行  

委員   木村 郁夫  

委員   岡野 育広  

●会報・広報・IT 委員会については、下記の通りとなり 

ます。 

・週報の作成及び配信。 

・ガバナー月信への事業掲載申込み。 

・地域メディアを利用した情報発信（地元情報誌他）。 

・ホームページのリニューアル及び更新。 

・SNS による情報発信。 

・ポリオ根絶PR。 

・クラブIT 化の推進。 

・会場・出席委員会との例会設営協力。 

・各部門委員会との連携及び情報交換。 

以上が、各委員会の活動計画となります。 

 

結びになりますが管理運営部門は、クラブ機能を充実さ

せる為にクラブ内で会員が取るべき行動全てに関わり、充

実をさせる部門でございます。 

クラブ奉仕はクラブの根底を成し、奉仕活動を実現させる

には、クラブ内の充実が大切でそれらの方向性を示すもの

と思います。 

管理運営部門メンバー一同、皆様よりご指導を賜りなが

ら精進を重ねて参りますので、引き続き変わらぬお力添え

を賜りますよう、心よりお願いを申し上げます。 

皆様、1 年間何卒宜しくお願いを申し上げます。 

 

【社会・国際奉仕委員会】 

委員長  出山 知宏 

副委員長 田中 芳明                                              

副委員長 小林 佑次 

委員   中村  正                                           

委員   田口 雅弘 

委員   原田 晃博 

委員   藤澤 洋介 

委員   松永  豪 

委員   樵  康史 

委員   伊藤 真守 

 新型コロナウイルス感染症が未だ終息の気配がみえな

い中、更に大きな問題としてロシアによるウクライナへの

軍事進行が続いております。ロータリーの目的にもある通

り、国際理解・親善・平和の推進、地球の安泰が最大の眼

目だと思います。 

 地域社会奉仕は、ロータリークラブの原点とも言える奉

仕活動で、クラブビジョン・戦略計画の三ヵ年計画最後の

年であり、継続事業「J soul プロジェクト」を開催致し

ます。これまでの事業の再確認、変化に対応した事業への

見直し、社会に求められているものの調査・実行をするこ

とで、多くの学びや活動の場に恵まれます。 

 皆様から変わらぬお力添えを賜りますよう心よりお願

いを申し上げます。 

平和な世界、クラブの活性化に向けて邁進敢行して参りま

しょう。 

● 社会奉仕 

・J soul プロジェクトの企画・運営 

・岩槻祭りへの参加。 

・他クラブとの「環境」を取り入れた合同事業。 

● 国際奉仕 

・J soul プロジェクトを通じて社会へロータリー活動

の認識・承認、社会と共に支援事業の実施。                       

・姉妹クラブ桃園経国ロータリークラブとの交流。 

・地区との海外支援。 

● その他 

・社会情勢により事業の実施が困難な場合を想定し、代 

案の計画・準備。 

・第 4グループ合同事業。 

 

 

【職業・青少年奉仕委員会】 

委員長  関根 信行 

副委員長 内藤  明 

委員   根岸 節子 

委員   小林 利郎 

委員   木村 郁夫 

委員   伊藤 健太 

職業奉仕は「ロータリーの目的」の第2項を土台としてお

ります。ロータリーの「職業奉仕」を会員にわかりやすく

解説し、倫理性・道徳性・高潔性の保守推進の職業活動を

行っていきましょう。またクラブで掲げている戦略計画 
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出 席 報 告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

25 8 1 5 56.00％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 21,000 円 

年間累計額 66,000 円 

 

ビジター 

蓮田ロータリークラブ会長 栗原均 様 

「お世話になります。本年もよろしくお願い致します。」 

蓮田ロータリークラブ副会長 田中政司 様 

「鈴木会長、小林幹事、一年間御苦労様です。今後ともよろしく

お願いいたします。」 

蓮田ロータリークラブ幹事 栗原比呂志 様 

「本日よろしくお願い致します。」 

メンバー（50 音順） 

伊藤真守 今日は宜しくお願い致します。 

岡野育広 本日もよろしくお願いします。 

小林 篤 蓮田ＲＣ栗原会長、田中副会長、栗原幹事、今日はお 

越し下さり、ありがとうございます。今日もよろしく 

お願い致します。 

鈴木真樹 栗原会長、田中副会長、栗原幹事、本日はようこそ

岩槻クラブへ。本日もよろしくお願いします。 

田中芳明 蓮田ＲＣ栗原会長、田中副会長、栗原幹事、ご出席あ 

りがとうございます。本日は宜しくお願い致します。 

田畑寛樹 皆様こんばんは。栗原均会長、田中政司副会長、栗

原比呂志幹事、岩槻ＲＣへようこそ。本日も宜しくお

願い申し上げます。 

出山知宏 宜しくお願いします。 

内藤 明 よろしくお願いします。 

中村 正 今日からスタートですね。がんばって下さい。  

原田晃博 本日はよろしくお願い致します。 

三浦宣之 宜しくお願いします。 

スマイルＢＯＸより 

の一つ、「青少年交換」世界平和と異文化の理解を深め育

む交換プログラムを通じて、平和でより良い未来を築くた

め青少年や若い世代が能力を伸ばせるよう支援すること

が目的です。 

また、新型コロナウイルスと言った感染状況により、事

業実施が延期や中止になる可能性がございます。そこで地

区との情報交換、また連携をとっていただき、臨機応変対

応をお願いします。 

● 職業奉仕 

 ・毎例会時に「ロータリーの目的」「四つのテスト」の 

唱和 

 ・会社、職場の職業紹介の企画・立案 

● 青少年奉仕 

 ・埼玉県立岩槻高校 IAC への支援・協力 

 ・埼玉県立岩槻高校 IAC 顧問との定期的な連絡・協力 

 ・インターアクトからローターアクトの仕組み作り 

● その他 

 ・職業奉仕事業に関し、プログラム･親睦委員会との周

年事業に関する企画 

・岩槻ローターアクトクラブ発足の為に構想構築 

 

 

【財団・米山委員会】 

委員長  岡野 育広 

 副委員長 鈴木  隆 

 委員   遠藤 隆雄 

 委員   志水 一雄 

委員   三浦 宣之 

委員   小田 光司 

― 会員一人でも多くの寄付増進をめざして ― 

ロータリー財団は、ロータリー会員をはじめ、より良い

世界を築こうというビジョンを共有する財団支援者の

方々から、自発的な寄付のみによって支えらえています。

そして寄付はロータリ―財団の補助金となり、助けを必要

とする地域社会に役立てられます。 

 また、10 月 24 日は世界ポリオデーです。少しでもポリ

オ根絶に近づけるよう取り組みましょう。そして米山記念

奨学寄付では、一人でも多くの寄付増進を目指しましょ

う。 

 同時に新型コロナウイルス感染症問題が「終息」する事

を願い、経営の安定を取り戻し、寄付目標を達成の上、新

たな奉仕事業で世界に笑顔を届けたいと思います。 

 以上のように、鈴木真樹会長からは「ロータリー財団・

米山記念奨学会」に対する支援の意義や重要性を会員の皆

様に再度確認してご支援いただけるようにとご指示があ

りました。それを受けて委員会としてはご指示を基に周知

活動に努めてまいります。会員の皆様の変わらぬご理解と

ご協力をお願いいたします。 

主にこの委員会の目的は、会員皆様に支援のご理解をいた

だき、寄付増進の活動であります。 

● 財団寄付目標 

・年次基金        会員 1名 200 ドル以上 

・ポリオプラス基金    会員 1名 50 ドル以上 

 

 

 

・恒久基金   クラブ 1名（ベネファクター1，000 ドル） 

● 米山奨学寄付目標 

・ 会員 1名 25,000 円以上 

・     （普通寄付 5,000 円 特別寄付 20,000 円） 

〇 例会担当時に卓話を地区ロータリー財団委員会・米山

記念奨学委員会に要請予定。研修会の開催など。 

 

 


